
　
町
で
は
、人
口
減
少
や
農
業
の
担
い
手
不

足
な
ど
、将
来
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
課
題
が

年
々
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。子
育
て
支

援
の
充
実
や
果
樹
生
産
の
担
い
手
育
成
な

ど
、こ
れ
ま
で
町
独
自
の
取
り
組
み
を
続
け

て
き
ま
し
た
が
、地
域
の
実
情
に
合
っ
た
効

果
的
な
対
策
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
中
、国
は「
地
方
創
生
2.0
」を

推
進
す
る
た
め
、国
の
職
員
が
こ
れ
ま
で
の

職
務
経
験
を
活
か
し
て
地
域
課
題
の
把
握

や
施
策
立
案
の
助
言
を
行
う
伴
走
支
援
制

度
を
新
た
に
創
設
し
ま
し
た
。本
町
も
制

度
の
活
用
を
決
め
応
募
し
た
と
こ
ろ
、全

国
８４
市
町
村
の
応
募
の
中
か
ら
選
定
さ

れ
、３
名
の
支
援
官
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
現
地
訪
問

を
通
じ
て
町
内
外
の
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
重
ね
る
中
で
、支

援
官
と
町
が
一
緒
に
な
っ
て
現
状
を
見
つ
め

直
し
、課
題
の
姿
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

八
頭
町
の
未
来
を
ひ
ら
く
、国
と
の
協
働

| 

地
方
創
生
伴
走
支
援
制
度
で
広
が
る
新
た
な
一
歩 

|

◆  八 頭 町 に 派 遣された 支 援 官を紹 介します  ◆

地
域
の
未
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　
〝
伴
走
支
援
〞の
ス
タ
ー
ト

北海道出身で鳥取を訪れるのは初めて
だったそうですが、今回を機に「八頭
町のファンになりました」と話されてい
ました。

大学時代を鳥取で過ごされたとのこと
で、鳥取のことは知っていたけど、八頭
町に来たのは初めてだったそうです。

湯梨浜町出身ですが、今回の訪問で
「実は知らない魅力がたくさんある」と
実感されたそうです。

水産庁
漁港漁場整備部
計画・海業政策課　
海業振興室
課長補佐
塚本 邦芳さん

農林水産省
消費安全局
地区水産安全管理課　
獣医事監視班
課長補佐
寺野 貴之さん

財務省大臣官房
地方課 人事２係　
係長
倉又 廉さん

私
ら
し
い
生
き
方・逝
き
方
講
座

を
開
催
し
ま
す

　
〝
終
わ
り
の
準
備
〞と
い
う
よ
り
も
、こ
れ

ま
で
の
歩
み
や
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
や

さ
し
く
見
つ
め
直
す
時
間
と
し
て
、終
活
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
１
月
２１
日（
水
）１０
：
００
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
株
式
会
社
ア
イ
メ
モ
リ
ア　

　
　
　
増
田
晋
也 

さ
ん

持
ち
物
／
筆
記
用
具

定
員
／
２０
名（
抽
選
制
）

申
込
期
限
／
１
月
８
日（
木
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４‐３
４
９
６

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
７
４
３

ほ
ん
わ
か
手
芸
の
会
を
開
催
し
ま
す

　

不
要
に
な
っ
た
傘
の
布
を
、お
気
に
入
り

の
布
に
張
り
替
え
て〝
自
分
だ
け
の
傘
〞を

作
り
ま
す
。手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
6
回
の
参
加
で
1
つ
の
作

品
が
完
成
し
ま
す
。

日
時
／
１
月
１４
日（
水
）10
：
00
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
福
祉
推
進
員

参
加
費
／
２
，０
０
０
円
程
度

持
ち
物
／
傘
、張
替
え
用
の
布
、裁
縫
道
具

定
員
／
１０
名
程
度

申
込
期
限
／
１
月
９
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
７
３‐０
０
３
０

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
６

空
き
家
管
理・売
却
時
の

「
税・登
記
」講
座
を
開
催
し
ま
す

　
空
き
家
の
管
理
や
売
却
の
際
に
知
っ
て
お

く
と
得
を
す
る「
税
」や「
登
記
」の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、税
理
士
、宅
地
建
物
取
引
士
、

司
法
書
士
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、実
家
の
今
後
が
気

に
な
る
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
１７
日（
土
）14
：
00
〜
15
：
30

会
場
／
智
頭
町
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー「
ほ
の
ぼ
の
」ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

（
智
頭
町
智
頭
１
８
７
５
）

定
員
／
５０
名（
先
着
順・事
前
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
／
と
っ
と
り
空
き
家
利
活
用

推
進
協
議
会

☎
0
8
5
7‐2
3‐3
5
6
9

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
５

小
学
生
親
子
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
２
月
７
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館
１
階 

調
理
実
習
室

対
象
／
小
学
生
と
保
護
者

※
小
学
生
１
名
＋
保
護
者
１
名
で
１
組
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

定
員
／
6
組

参
加
費
／
１
組
あ
た
り
５
０
０
円

申
込
期
限
／
１
月
30
日（
金
）17
：
00
ま
で

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
１
月
２４
日（
土
）10
：
00
〜
11
：
50

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
新
恐
竜

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3　

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
2
6
1
6

「
も
っ
た
い
な
い
」を「
あ
り
が
と
う
」に

と
っ
と
り
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

　
家
庭
な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
、こ
ど
も
食
堂
や
福
祉
施
設
等

に
届
け
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」の
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所
／

･
福
祉
課（
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
）

･
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会 

本
庁

受
付
日
時
／

１
月
１９
日（
月
）〜
3０
日（
金
）

9
：
00
〜
17
：
00

寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
食
品
／

･
麺
類
な
ど
の
乾
物

･
缶
詰
、レ
ト
ル
ト
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

･
砂
糖
、塩
、し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料

･
の
り
、ふ
り
か
け
、お
茶
漬
け
の
素

･
飲
料
、お
茶

※
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
以
上
あ
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

受
付
が
で
き
な
い
食
品
／

･
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
を
切
っ
た
も
の

･
開
封
し
て
あ
る
も
の

･
生
鮮
食
品（
肉
類
、魚
介
類
、冷
凍
食
品
）

･
生
の
野
菜

･
ア
ル
コ
ー
ル
類（
み
り
ん
、料
理
酒
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
／

町
民
課
☎
７
６‐０
２
０
５

福
祉
課
☎
７
２‐３
５
9
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
4
9
6
8

こ
れ
っ
て
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
！？

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」な
ど
、性
別
に

よ
る
思
い
込
み
や
決
め
つ
け
で〝
も
や
も

や
〞し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
気
持
ち
や〝
も
や
も
や
〞の
解
消

策
を
川
柳
に
込
め
て
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限
／
１
月
２０
日（
火
）必
着

募
集
内
容
／
性
別
に
よ
る「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス・バ
イ
ア
ス
」を
お
題
に
し
た
川
柳

対
象
／
県
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
方

募
集
部
門
／

･
中
学
生
以
下
の
部

･
高
校
生
〜
大
人
の
部（
計
２
部
門
）

入
賞
／

最
優
秀
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
０
，０
０
０
円
相
当
）

優
秀
賞
／
各
部
門
４
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
５
，０
０
０
円
相
当
）

県
民
い
い
ね
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
３
，０
０
０
円
相
当
）

応
募
方
法
／
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

持
参・郵
送
ま
た
は
W
e
b
か
ら
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
男
女
協
働
未
来
創
造
本
部

県
民
運
動
課
☎ 

0
8
5
8‐2
3‐3
9
0
1

E-mail  kenmin-undou@pref.tottori.lg.jp

所
得
税・住
民
税
の
確
定
申
告

準
備
は
お
早
め
に
！

　

今
年
度
の
確
定
申
告
は
２
月
１６
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

町
で
は
、中
央
公
民
館・船
岡
地
区
公
民

館・八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
で

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、必
要
書

類
を
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
農
業・営
業・不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方
】

①
収
入
金
額・必
要
経
費
が
わ
か
る
書
類
の
準
備

　

領
収
書
や
請
求
書
な
ど
は
整
理
し
て
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
収
入・支
出
項
目
ご
と
の
集
計・記
帳

　

月
ご
と
の
集
計
表
を
作
成
し
て
お
く
と

決
算
作
業
が
楽
に
な
り
ま
す
。

③
収
支
内
訳
書
の
作
成

　
１
年
間
の
収
支
を
確
定
し
、所
得
金
額
を

算
出
し
ま
す
。

※
事
業
所
得（
農
業・営
業・不
動
産
等
）が

あ
る
方
は
、収
支
に
関
す
る
記
録・帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

【
給
与
所
得・年
金
所
得
が
あ
る
方
】

　

次
の
控
除
を
受
け
る
と
、源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、必
要
書
類
を
早
め
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
売
買
契
約
書
、住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高

証
明
書
、登
記
事
項
証
明
書 

な
ど

②
寄
附
金
控
除

　
寄
附
金
の
領
収
書 

な
ど

③
医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
、医
療
費
の
お

知
ら
せ 

な
ど

④
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書 

な
ど

※
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

☎
7
6‐0
2
0
4

小・中
学
校
入
学
祝
い
金

（
商
品
券
）の
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
度
に
お
子
さ
ん
が
小
学
校・中

学
校・特
別
支
援
学
校
に
入
学
す
る
町
内
の

ご
家
庭
に
、入
学
を
お
祝
い
し
て「
八
頭
広

域
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
お
買
い
物
券
」を
お

届
け
し
ま
す
。学
用
品
な
ど
の
購
入
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

交
付
金
額
／

小
学
生
／
２
5
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
25
枚
）

中
学
生
／
5
０
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
5０
枚
）

交
付
方
法
／
１
月
中
に
、保
護
者
の
方
へ

郵
送
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
店
舗
の
一
覧
は
、郵
送
時

に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
☎
8
4‐1
2
3
1

空
き
家
の
利
活
用
に
迷
っ
た
ら
…

「
空
き
家
バ
ン
ク
」へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

　
空
き
家
バ
ン
ク
は
、所
有
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
空
き
家・空
き
地
の
情
報
を
、購
入・賃

借
希
望
者
へ
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　
利
用
希
望
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、年

間
１
０
０
件
以
上
あ
り
、家
を
探
し
て
い
る

人
が
常
に
待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。「
古
い
か

ら
」「
田
舎
だ
か
ら
」と
諦
め
て
し
ま
う
前

に
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
相
談
窓
口
／
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

（
運
営
：
（
一
社
）Yearning for Yazu Project

）

☎
0
8
0‐3
8
7
8‐3
6
5
8

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
０
１
５
１
９

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
に
し

た
年
金
制
度
で
す
。将
来
に
向
け
て
の
安
心

を
自
分
で
積
み
立
て
る「
農
業
者
年
金
」に
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方

　

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）で
、年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
と
は
？

○
積
立
方
式・確
定
拠
出
型
で
安
心

　
　

自
分
で
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
に
よ
り
、将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
り
ま
す
。少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
も
制
度
は
安
定
し
て
い
ま
す
。

　
※
運
用
の
結
果
、積
立
額
を
下
回
ら
な
い
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、安
全
性
を
重
視
し
た

運
用
方
法
や
、65
歳
時
に
運
用
収
入
の
累

計
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
な
い
準

備
金
の
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○
終
身
年
金
と
死
亡
一
時
金

　
　

農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら

生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。も
し
８０
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、受
け
取
れ
る
は

ず
だ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
が
、遺
族
へ
死
亡
一
時
金
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
税
制
面
で
の
優
遇

　
　

支
払
っ
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、所
得
税・住
民
税
の

節
税
に
な
り
ま
す
。ま
た
、将
来
受
け
取

る
農
業
者
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
自
由
に
選
べ
、変
更
も
可
能

　
　

月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
間
で
、

必
要
に
応
じ
て
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

（
３５
歳
未
満
で
国
庫
補
助
対
象
外
の
方
は

月
額
１
万
円
か
ら
選
択
可
能
）。経
営
状

況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、い
つ
で
も
変

更
で
き
ま
す
。

○
国
庫
補
助
で
さ
ら
に
お
得

　
　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
方
や
、そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を

結
ん
だ
配
偶
者・後
継
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
は
、月
額
最
高
1
万
円

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
７
６‐０
２
０
７

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

　

国
民
年
金
は
、老
後
や
病
気・事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
受
け
取
れ
る

よ
う
、み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。２０

歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
は
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、２０
歳
に
な
る
と
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

○
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　
　
原
則
６５
歳
か
ら
受
給
で
き
、希
望
に
応

じ
て
繰
上
げ
や
繰
下
げ
も
可
能
で
す
。

○
老
後
だ
け
で
な
く
、万
一
の
備
え
に
も

　
　
国
民
年
金
に
は
、老
齢
年
金
の
ほ
か
に 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

･
障
害
年
金
は
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

･
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
配
偶
者
や
子
ど
も
が
受
け
取

れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法

保
険
料（
令
和
７
年
度
）

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
お
よ
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た
り
の
保

険
料
は
１
７
，５
１
０
円
で
す
。

納
付
方
法

　

納
付
書
、口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、電
子
納
付（Pay‐easy

）、決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、便
利

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、早
め
に
納
め
る
こ
と
で
割
引
が
受

け
ら
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
各
種
制
度

■
付
加
年
金
制
度

　

毎
月
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
と
、将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
、年
金
額
が

増
え
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度

･
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
、本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、世
帯
主
の
所
得
に
関
係
な
く

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

･
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
の
方
で
、本
人
ま
た

は
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所　

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1
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八頭町における合計特殊出生率と出生者数の推移

　

町
で
は
過
去
１５
年
間
で
出
生
数
が
半
減

し
、合
計
特
殊
出
生
率
も
１・０
１
ま
で
低

下
し
て
い
ま
す
。県
の
調
査
で
は「
理
想
は

３
人
」と
考
え
る
人
が
多
い
一
方
、実
際
に

持
て
る
子
ど
も
の
数
は「
２
人
」が
最
多
で
、

理
想
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
見
え
て
き

ま
す
。

　
ま
た
、婚
活
支
援（
企
画
課
）、母
子
保
健

（
保
健
課
）、子
育
て
支
援（
町
民
課
）な
ど
、

子
ど
も
に
関
わ
る
施
策
が
各
課
に
分
か
れ
、

全
体
を
統
括
し
た
検
討
が
難
し
い
こ
と
も

課
題
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、支
援
官
の
助
言
を
受
け
、内
閣

官
房
の「
少
子
化
対
策
地
域
評
価
ツ
ー
ル
」

を
自
然
動
態
部
分
に
特
化
し
て
八
頭
町
版

に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、関
係
所
属
の
職
員
に

よ
る
組
織
横
断
チ
ー
ム
を
編
成
。出
生
数
の

増
加・出
生
率
向
上
に
向
け
議
論
を
重
ね
ま

し
た
。 | 

出
生
率
低
下
の
要
因
を
見
つ
め
、町
の
未
来
を
考
え
る 

|
◆  3 回 の ワークショップを通じて 得られた 主 な 成 果  ◆

　３回のワークショップを通じて、客観データから町の現状を正確に捉える力が高まり、要因の整理から
対策の検討までを所属を越えて協働で進める姿勢が育まれました。また、関係者の声を丁寧に受け止め、
対象者を具体的に思い描きながら施策を考える視点も共有されています。今回得られた一連のプロセス
は、子ども・子育て分野だけでなく、今後さまざまな課題に向き合う際にも活用できます。

・子育て世代との意見交換を行い、
結婚・出産・子育てに関するリアル
な声を把握。

・｢独身でも家族と同居していると不
便がなく出会いのきっかけが少な
いのでは｣｢3人目を持つのは体力・
経済面で不安｣などの声があった。

・婚活事業者を講師に招き、仲人の
役割や継続的なマッチングの重要
性について助言を得た。

・要因分析と関係者の意見を踏まえ
た28の施策案をメンバーが持ち
寄った。

・施策案の統合や｢実現性｣｢有効性｣
｢経済性｣を基準とした絞り込みを
実施。

・その結果、町として取り組むべき
8つの施策案を整理し、提言へ。

・基本指標の分析を行い、未婚率や
初婚年齢、年代別の出生率など町
の特徴を明らかに。

・｢家庭・住生活｣｢賑わい・生活環境｣
｢子育て支援サービス｣｢働き方・男
女共同参画｣など地域指標も整理。

・婚姻から就学前までの58事業も洗
い出し、ステージごとに見える化。

第１回目ワークショップ
- データで町の姿を把握 -

第2回目ワークショップ
- 子育て世代の声を聴く -

第3回目ワークショップ
- 課題に基づく対策案を検討 -

私
ら
し
い
生
き
方・逝
き
方
講
座

を
開
催
し
ま
す

　
〝
終
わ
り
の
準
備
〞と
い
う
よ
り
も
、こ
れ

ま
で
の
歩
み
や
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
や

さ
し
く
見
つ
め
直
す
時
間
と
し
て
、終
活
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
１
月
２１
日（
水
）１０
：
００
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
株
式
会
社
ア
イ
メ
モ
リ
ア　

　
　
　
増
田
晋
也 

さ
ん

持
ち
物
／
筆
記
用
具

定
員
／
２０
名（
抽
選
制
）

申
込
期
限
／
１
月
８
日（
木
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４‐３
４
９
６

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
７
４
３

ほ
ん
わ
か
手
芸
の
会
を
開
催
し
ま
す

　

不
要
に
な
っ
た
傘
の
布
を
、お
気
に
入
り

の
布
に
張
り
替
え
て〝
自
分
だ
け
の
傘
〞を

作
り
ま
す
。手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
6
回
の
参
加
で
1
つ
の
作

品
が
完
成
し
ま
す
。

日
時
／
１
月
１４
日（
水
）10
：
00
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
福
祉
推
進
員

参
加
費
／
２
，０
０
０
円
程
度

持
ち
物
／
傘
、張
替
え
用
の
布
、裁
縫
道
具

定
員
／
１０
名
程
度

申
込
期
限
／
１
月
９
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
７
３‐０
０
３
０

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
６

空
き
家
管
理・売
却
時
の

「
税・登
記
」講
座
を
開
催
し
ま
す

　
空
き
家
の
管
理
や
売
却
の
際
に
知
っ
て
お

く
と
得
を
す
る「
税
」や「
登
記
」の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、税
理
士
、宅
地
建
物
取
引
士
、

司
法
書
士
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、実
家
の
今
後
が
気

に
な
る
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
１７
日（
土
）14
：
00
〜
15
：
30

会
場
／
智
頭
町
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー「
ほ
の
ぼ
の
」ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

（
智
頭
町
智
頭
１
８
７
５
）

定
員
／
５０
名（
先
着
順・事
前
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
／
と
っ
と
り
空
き
家
利
活
用

推
進
協
議
会

☎
0
8
5
7‐2
3‐3
5
6
9

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
５

小
学
生
親
子
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
２
月
７
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館
１
階 

調
理
実
習
室

対
象
／
小
学
生
と
保
護
者

※
小
学
生
１
名
＋
保
護
者
１
名
で
１
組
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

定
員
／
6
組

参
加
費
／
１
組
あ
た
り
５
０
０
円

申
込
期
限
／
１
月
30
日（
金
）17
：
00
ま
で

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
１
月
２４
日（
土
）10
：
00
〜
11
：
50

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
新
恐
竜

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3　

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
2
6
1
6

「
も
っ
た
い
な
い
」を「
あ
り
が
と
う
」に

と
っ
と
り
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

　
家
庭
な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
、こ
ど
も
食
堂
や
福
祉
施
設
等

に
届
け
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」の
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所
／

･
福
祉
課（
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
）

･
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会 

本
庁

受
付
日
時
／

１
月
１９
日（
月
）〜
3０
日（
金
）

9
：
00
〜
17
：
00

寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
食
品
／

･
麺
類
な
ど
の
乾
物

･
缶
詰
、レ
ト
ル
ト
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

･
砂
糖
、塩
、し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料

･
の
り
、ふ
り
か
け
、お
茶
漬
け
の
素

･
飲
料
、お
茶

※
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
以
上
あ
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

受
付
が
で
き
な
い
食
品
／

･
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
を
切
っ
た
も
の

･
開
封
し
て
あ
る
も
の

･
生
鮮
食
品（
肉
類
、魚
介
類
、冷
凍
食
品
）

･
生
の
野
菜

･
ア
ル
コ
ー
ル
類（
み
り
ん
、料
理
酒
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
／

町
民
課
☎
７
６‐０
２
０
５

福
祉
課
☎
７
２‐３
５
9
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
4
9
6
8

こ
れ
っ
て
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
！？

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」な
ど
、性
別
に

よ
る
思
い
込
み
や
決
め
つ
け
で〝
も
や
も

や
〞し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
気
持
ち
や〝
も
や
も
や
〞の
解
消

策
を
川
柳
に
込
め
て
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限
／
１
月
２０
日（
火
）必
着

募
集
内
容
／
性
別
に
よ
る「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス・バ
イ
ア
ス
」を
お
題
に
し
た
川
柳

対
象
／
県
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
方

募
集
部
門
／

･
中
学
生
以
下
の
部

･
高
校
生
〜
大
人
の
部（
計
２
部
門
）

入
賞
／

最
優
秀
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
０
，０
０
０
円
相
当
）

優
秀
賞
／
各
部
門
４
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
５
，０
０
０
円
相
当
）

県
民
い
い
ね
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
３
，０
０
０
円
相
当
）

応
募
方
法
／
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

持
参・郵
送
ま
た
は
W
e
b
か
ら
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
男
女
協
働
未
来
創
造
本
部

県
民
運
動
課
☎ 
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5
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所
得
税・住
民
税
の
確
定
申
告

準
備
は
お
早
め
に
！

　

今
年
度
の
確
定
申
告
は
２
月
１６
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

町
で
は
、中
央
公
民
館・船
岡
地
区
公
民

館・八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
で

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、必
要
書

類
を
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
農
業・営
業・不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方
】

①
収
入
金
額・必
要
経
費
が
わ
か
る
書
類
の
準
備

　

領
収
書
や
請
求
書
な
ど
は
整
理
し
て
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
収
入・支
出
項
目
ご
と
の
集
計・記
帳

　

月
ご
と
の
集
計
表
を
作
成
し
て
お
く
と

決
算
作
業
が
楽
に
な
り
ま
す
。

③
収
支
内
訳
書
の
作
成

　
１
年
間
の
収
支
を
確
定
し
、所
得
金
額
を

算
出
し
ま
す
。

※
事
業
所
得（
農
業・営
業・不
動
産
等
）が

あ
る
方
は
、収
支
に
関
す
る
記
録・帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

【
給
与
所
得・年
金
所
得
が
あ
る
方
】

　

次
の
控
除
を
受
け
る
と
、源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、必
要
書
類
を
早
め
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
売
買
契
約
書
、住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高

証
明
書
、登
記
事
項
証
明
書 

な
ど

②
寄
附
金
控
除

　
寄
附
金
の
領
収
書 

な
ど

③
医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
、医
療
費
の
お

知
ら
せ 

な
ど

④
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書 

な
ど

※
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

☎
7
6‐0
2
0
4

小・中
学
校
入
学
祝
い
金

（
商
品
券
）の
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
度
に
お
子
さ
ん
が
小
学
校・中

学
校・特
別
支
援
学
校
に
入
学
す
る
町
内
の

ご
家
庭
に
、入
学
を
お
祝
い
し
て「
八
頭
広

域
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
お
買
い
物
券
」を
お

届
け
し
ま
す
。学
用
品
な
ど
の
購
入
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

交
付
金
額
／

小
学
生
／
２
5
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
25
枚
）

中
学
生
／
5
０
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
5０
枚
）

交
付
方
法
／
１
月
中
に
、保
護
者
の
方
へ

郵
送
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
店
舗
の
一
覧
は
、郵
送
時

に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
☎
8
4‐1
2
3
1

空
き
家
の
利
活
用
に
迷
っ
た
ら
…

「
空
き
家
バ
ン
ク
」へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

　
空
き
家
バ
ン
ク
は
、所
有
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
空
き
家・空
き
地
の
情
報
を
、購
入・賃

借
希
望
者
へ
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　
利
用
希
望
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、年

間
１
０
０
件
以
上
あ
り
、家
を
探
し
て
い
る

人
が
常
に
待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。「
古
い
か

ら
」「
田
舎
だ
か
ら
」と
諦
め
て
し
ま
う
前

に
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
相
談
窓
口
／
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

（
運
営
：
（
一
社
）Yearning for Yazu Project

）
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５
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農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
に
し

た
年
金
制
度
で
す
。将
来
に
向
け
て
の
安
心

を
自
分
で
積
み
立
て
る「
農
業
者
年
金
」に
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方

　

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）で
、年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
と
は
？

○
積
立
方
式・確
定
拠
出
型
で
安
心

　
　

自
分
で
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
に
よ
り
、将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
り
ま
す
。少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
も
制
度
は
安
定
し
て
い
ま
す
。

　
※
運
用
の
結
果
、積
立
額
を
下
回
ら
な
い
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、安
全
性
を
重
視
し
た

運
用
方
法
や
、65
歳
時
に
運
用
収
入
の
累

計
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
な
い
準

備
金
の
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○
終
身
年
金
と
死
亡
一
時
金

　
　

農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら

生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。も
し
８０
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、受
け
取
れ
る
は

ず
だ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
が
、遺
族
へ
死
亡
一
時
金
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
税
制
面
で
の
優
遇

　
　

支
払
っ
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、所
得
税・住
民
税
の

節
税
に
な
り
ま
す
。ま
た
、将
来
受
け
取

る
農
業
者
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
自
由
に
選
べ
、変
更
も
可
能

　
　

月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
間
で
、

必
要
に
応
じ
て
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

（
３５
歳
未
満
で
国
庫
補
助
対
象
外
の
方
は

月
額
１
万
円
か
ら
選
択
可
能
）。経
営
状

況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、い
つ
で
も
変

更
で
き
ま
す
。

○
国
庫
補
助
で
さ
ら
に
お
得

　
　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
方
や
、そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を

結
ん
だ
配
偶
者・後
継
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
は
、月
額
最
高
1
万
円

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
７
６‐０
２
０
７

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

　

国
民
年
金
は
、老
後
や
病
気・事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
受
け
取
れ
る

よ
う
、み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。２０

歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
は
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、２０
歳
に
な
る
と
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

○
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　
　
原
則
６５
歳
か
ら
受
給
で
き
、希
望
に
応

じ
て
繰
上
げ
や
繰
下
げ
も
可
能
で
す
。

○
老
後
だ
け
で
な
く
、万
一
の
備
え
に
も

　
　
国
民
年
金
に
は
、老
齢
年
金
の
ほ
か
に 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

･
障
害
年
金
は
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

･
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
配
偶
者
や
子
ど
も
が
受
け
取

れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法

保
険
料（
令
和
７
年
度
）

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
お
よ
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た
り
の
保

険
料
は
１
７
，５
１
０
円
で
す
。

納
付
方
法

　

納
付
書
、口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、電
子
納
付（Pay‐easy

）、決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、便
利

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、早
め
に
納
め
る
こ
と
で
割
引
が
受

け
ら
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
各
種
制
度

■
付
加
年
金
制
度

　

毎
月
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
と
、将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
、年
金
額
が

増
え
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度

･
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
、本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、世
帯
主
の
所
得
に
関
係
な
く

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

･
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
の
方
で
、本
人
ま
た

は
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所　
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町
民
課
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町
の
果
樹
農
業
は
、新
規
就
農
希
望
者

が
少
な
い
う
え
、高
度
な
栽
培
技
術
や
園
地

の
確
保
、苗
木
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の

未
収
益
期
間
な
ど
、多
く
の
ハ
ー
ド
ル
を
抱

え
て
い
ま
す
。さ
ら
に
既
存
農
家
の
高
齢
化

に
伴
い
、優
良
園
地
が
継
承
さ
れ
ず
休
廃
園

と
な
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、町
内
の
耕

作
放
棄
地
は
年
々
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
６
月
に
は
地
方
創
生
支
援
官
が
来

町
し
、梨
団
地
や
休
廃
園
、果
樹
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
フ
ァ
ー
ム
を
視
察
。生
産
者
団
体
か
ら

現
状
や
課
題
を
詳
細
に
聴
き
取
り
、町
の
果

樹
振
興
に
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
が
必
要
か

検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
果
樹
の
担
い
手
確
保
も
課
題
と
し
て
あ

る
こ
と
か
ら
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
修
了
後
の

園
地
確
保
を
通
じ
て

「
休
廃
園
を
増
や
さ

な
い
」「
休
廃
園
を
再

生
す
る
」の
２
つ
の
方

向
で
の
対
策
を
検
討

す
る
こ
と
に
。

　

園
地
継
承
等
を
円

滑
に
行
う
こ
と
で
新

規
就
農
者
の
町
内
定

着
が
図
れ
る
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
あ
る

と
の
認
識
を
共
有
。

|
果
樹
の〝
休
廃
園
を
増
や
さ
な
い
・
再
生
す
る
〞し
く
み
づ
く
り
へ
|

◆  果 樹 産 地 の 持 続 に 向 けて 、次 の 一 歩 へ  ◆

　生産者の声と現場の状況、国の制度や先進事例を照らし合わせながら議論を重ねたことで、休廃園の
抑制と再生、そして担い手の定着を見据えた町独自の方向性が形づくられました。
　今回整理した取り組みは、果樹産地の未来を支えるための確かな土台として、今後着実に進めてい
きます。

第２段階：対策の基本方針を設定
　

生
産
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、「
新
甘
泉
を
中

心
に『
梨
は
儲
か
る
作
物
』だ
が
後
継
者
が
不
足
」

「
高
齢
化
に
よ
り
突
然
の
廃
園
が
発
生
し
、撤
去
費

も
負
担
」「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
修
了
後
の
継

承
園
地
が
見
つ
か
り

に
く
い
」「
中
山
間
地

で
は
ス
マ
ー
ト
農
業

の
導
入
効
果
が
得
に

く
い
」な
ど
の
リ
ア
ル

な
声
を
聴
取
。実
地

視
察
と
合
わ
せ
て
、

町
内
の
休
廃
園
が
増

え
る
背
景
を
客
観
的

に
把
握
。

第１段階：現場の声から課題を把握

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
研
修
生
の
独
立
就
農

に
向
け
て
、事
前
に「
廃
園
見
込
み
園
」や「
継
承
可

能
な
果
樹
園
」を
把

握
し
、マ
ッ
チ
ン
グ
を

進
め
る
ほ
か
、耕
作

放
棄
地
を
再
整
備

し
、入
植
園
地
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ

と
や
、関
係
機
関
が

果
た
す
役
割
を
あ
ら

た
め
て
整
理
し
、連

携
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
こ
と
を
対
策
と

し
て
整
理
。

第４段階：八頭町版の休廃園対策を検討
　

支
援
官
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、農
林
水
産
省
の

果
樹
振
興
担
当
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
勉
強
会
を
実

施
。国
の
補
助
制
度
や
全
国
の
先
進
事
例
を
学

び
、町
の
課
題
に
ど
う
適
用
で
き
る
か
を
検
討
。

　

生
産
者
団
体
と
の

意
見
交
換
で
は「
経

営
開
始
資
金
支
給
期

間
が
短
縮
さ
れ
、担

い
手
確
保
に
影
響
が
」

「
新
規
就
農
に
は
継

承
園
と
新
植
園
の
双

方
が
必
要
」な
ど
、制

度
面
の
課
題
も
浮
き

彫
り
に
。

第３段階：国制度の活用と優良事例を学ぶ

私
ら
し
い
生
き
方・逝
き
方
講
座

を
開
催
し
ま
す

　
〝
終
わ
り
の
準
備
〞と
い
う
よ
り
も
、こ
れ

ま
で
の
歩
み
や
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
や

さ
し
く
見
つ
め
直
す
時
間
と
し
て
、終
活
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
１
月
２１
日（
水
）１０
：
００
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
株
式
会
社
ア
イ
メ
モ
リ
ア　

　
　
　
増
田
晋
也 

さ
ん

持
ち
物
／
筆
記
用
具

定
員
／
２０
名（
抽
選
制
）

申
込
期
限
／
１
月
８
日（
木
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４‐３
４
９
６

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
７
４
３

ほ
ん
わ
か
手
芸
の
会
を
開
催
し
ま
す

　

不
要
に
な
っ
た
傘
の
布
を
、お
気
に
入
り

の
布
に
張
り
替
え
て〝
自
分
だ
け
の
傘
〞を

作
り
ま
す
。手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
6
回
の
参
加
で
1
つ
の
作

品
が
完
成
し
ま
す
。

日
時
／
１
月
１４
日（
水
）10
：
00
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
福
祉
推
進
員

参
加
費
／
２
，０
０
０
円
程
度

持
ち
物
／
傘
、張
替
え
用
の
布
、裁
縫
道
具

定
員
／
１０
名
程
度

申
込
期
限
／
１
月
９
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
７
３‐０
０
３
０

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
６

空
き
家
管
理・売
却
時
の

「
税・登
記
」講
座
を
開
催
し
ま
す

　
空
き
家
の
管
理
や
売
却
の
際
に
知
っ
て
お

く
と
得
を
す
る「
税
」や「
登
記
」の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、税
理
士
、宅
地
建
物
取
引
士
、

司
法
書
士
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、実
家
の
今
後
が
気

に
な
る
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
１７
日（
土
）14
：
00
〜
15
：
30

会
場
／
智
頭
町
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー「
ほ
の
ぼ
の
」ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

（
智
頭
町
智
頭
１
８
７
５
）

定
員
／
５０
名（
先
着
順・事
前
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
／
と
っ
と
り
空
き
家
利
活
用

推
進
協
議
会

☎
0
8
5
7‐2
3‐3
5
6
9

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
５

小
学
生
親
子
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
２
月
７
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館
１
階 

調
理
実
習
室

対
象
／
小
学
生
と
保
護
者

※
小
学
生
１
名
＋
保
護
者
１
名
で
１
組
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

定
員
／
6
組

参
加
費
／
１
組
あ
た
り
５
０
０
円

申
込
期
限
／
１
月
30
日（
金
）17
：
00
ま
で

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
１
月
２４
日（
土
）10
：
00
〜
11
：
50

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
新
恐
竜

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3　

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
2
6
1
6

「
も
っ
た
い
な
い
」を「
あ
り
が
と
う
」に

と
っ
と
り
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

　
家
庭
な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
、こ
ど
も
食
堂
や
福
祉
施
設
等

に
届
け
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」の
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所
／

･
福
祉
課（
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
）

･
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会 

本
庁

受
付
日
時
／

１
月
１９
日（
月
）〜
3０
日（
金
）

9
：
00
〜
17
：
00

寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
食
品
／

･
麺
類
な
ど
の
乾
物

･
缶
詰
、レ
ト
ル
ト
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

･
砂
糖
、塩
、し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料

･
の
り
、ふ
り
か
け
、お
茶
漬
け
の
素

･
飲
料
、お
茶

※
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
以
上
あ
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

受
付
が
で
き
な
い
食
品
／

･
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
を
切
っ
た
も
の

･
開
封
し
て
あ
る
も
の

･
生
鮮
食
品（
肉
類
、魚
介
類
、冷
凍
食
品
）

･
生
の
野
菜

･
ア
ル
コ
ー
ル
類（
み
り
ん
、料
理
酒
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
／

町
民
課
☎
７
６‐０
２
０
５

福
祉
課
☎
７
２‐３
５
9
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
4
9
6
8

こ
れ
っ
て
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
！？

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」な
ど
、性
別
に

よ
る
思
い
込
み
や
決
め
つ
け
で〝
も
や
も

や
〞し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
気
持
ち
や〝
も
や
も
や
〞の
解
消

策
を
川
柳
に
込
め
て
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限
／
１
月
２０
日（
火
）必
着

募
集
内
容
／
性
別
に
よ
る「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス・バ
イ
ア
ス
」を
お
題
に
し
た
川
柳

対
象
／
県
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
方

募
集
部
門
／

･
中
学
生
以
下
の
部

･
高
校
生
〜
大
人
の
部（
計
２
部
門
）

入
賞
／

最
優
秀
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
０
，０
０
０
円
相
当
）

優
秀
賞
／
各
部
門
４
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
５
，０
０
０
円
相
当
）

県
民
い
い
ね
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
３
，０
０
０
円
相
当
）

応
募
方
法
／
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

持
参・郵
送
ま
た
は
W
e
b
か
ら
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
男
女
協
働
未
来
創
造
本
部

県
民
運
動
課
☎ 

0
8
5
8‐2
3‐3
9
0
1

E-mail  kenmin-undou@pref.tottori.lg.jp

所
得
税・住
民
税
の
確
定
申
告

準
備
は
お
早
め
に
！

　

今
年
度
の
確
定
申
告
は
２
月
１６
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

町
で
は
、中
央
公
民
館・船
岡
地
区
公
民

館・八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
で

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、必
要
書

類
を
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
農
業・営
業・不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方
】

①
収
入
金
額・必
要
経
費
が
わ
か
る
書
類
の
準
備

　

領
収
書
や
請
求
書
な
ど
は
整
理
し
て
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
収
入・支
出
項
目
ご
と
の
集
計・記
帳

　

月
ご
と
の
集
計
表
を
作
成
し
て
お
く
と

決
算
作
業
が
楽
に
な
り
ま
す
。

③
収
支
内
訳
書
の
作
成

　
１
年
間
の
収
支
を
確
定
し
、所
得
金
額
を

算
出
し
ま
す
。

※
事
業
所
得（
農
業・営
業・不
動
産
等
）が

あ
る
方
は
、収
支
に
関
す
る
記
録・帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

【
給
与
所
得・年
金
所
得
が
あ
る
方
】

　

次
の
控
除
を
受
け
る
と
、源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、必
要
書
類
を
早
め
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
売
買
契
約
書
、住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高

証
明
書
、登
記
事
項
証
明
書 

な
ど

②
寄
附
金
控
除

　
寄
附
金
の
領
収
書 

な
ど

③
医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
、医
療
費
の
お

知
ら
せ 

な
ど

④
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書 

な
ど

※
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

☎
7
6‐0
2
0
4

小・中
学
校
入
学
祝
い
金

（
商
品
券
）の
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
度
に
お
子
さ
ん
が
小
学
校・中

学
校・特
別
支
援
学
校
に
入
学
す
る
町
内
の

ご
家
庭
に
、入
学
を
お
祝
い
し
て「
八
頭
広

域
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
お
買
い
物
券
」を
お

届
け
し
ま
す
。学
用
品
な
ど
の
購
入
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

交
付
金
額
／

小
学
生
／
２
5
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
25
枚
）

中
学
生
／
5
０
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
5０
枚
）

交
付
方
法
／
１
月
中
に
、保
護
者
の
方
へ

郵
送
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
店
舗
の
一
覧
は
、郵
送
時

に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
☎
8
4‐1
2
3
1

空
き
家
の
利
活
用
に
迷
っ
た
ら
…

「
空
き
家
バ
ン
ク
」へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

　
空
き
家
バ
ン
ク
は
、所
有
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
空
き
家・空
き
地
の
情
報
を
、購
入・賃

借
希
望
者
へ
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　
利
用
希
望
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、年

間
１
０
０
件
以
上
あ
り
、家
を
探
し
て
い
る

人
が
常
に
待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。「
古
い
か

ら
」「
田
舎
だ
か
ら
」と
諦
め
て
し
ま
う
前

に
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
相
談
窓
口
／
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

（
運
営
：
（
一
社
）Yearning for Yazu Project

）

☎
0
8
0‐3
8
7
8‐3
6
5
8

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
０
１
５
１
９

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
に
し

た
年
金
制
度
で
す
。将
来
に
向
け
て
の
安
心

を
自
分
で
積
み
立
て
る「
農
業
者
年
金
」に
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方

　

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）で
、年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
と
は
？

○
積
立
方
式・確
定
拠
出
型
で
安
心

　
　

自
分
で
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
に
よ
り
、将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
り
ま
す
。少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
も
制
度
は
安
定
し
て
い
ま
す
。

　
※
運
用
の
結
果
、積
立
額
を
下
回
ら
な
い
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、安
全
性
を
重
視
し
た

運
用
方
法
や
、65
歳
時
に
運
用
収
入
の
累

計
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
な
い
準

備
金
の
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○
終
身
年
金
と
死
亡
一
時
金

　
　

農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら

生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。も
し
８０
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、受
け
取
れ
る
は

ず
だ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
が
、遺
族
へ
死
亡
一
時
金
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
税
制
面
で
の
優
遇

　
　

支
払
っ
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、所
得
税・住
民
税
の

節
税
に
な
り
ま
す
。ま
た
、将
来
受
け
取

る
農
業
者
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
自
由
に
選
べ
、変
更
も
可
能

　
　

月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
間
で
、

必
要
に
応
じ
て
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

（
３５
歳
未
満
で
国
庫
補
助
対
象
外
の
方
は

月
額
１
万
円
か
ら
選
択
可
能
）。経
営
状

況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、い
つ
で
も
変

更
で
き
ま
す
。

○
国
庫
補
助
で
さ
ら
に
お
得

　
　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
方
や
、そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を

結
ん
だ
配
偶
者・後
継
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
は
、月
額
最
高
1
万
円

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
７
６‐０
２
０
７

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

　

国
民
年
金
は
、老
後
や
病
気・事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
受
け
取
れ
る

よ
う
、み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。２０

歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
は
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、２０
歳
に
な
る
と
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

○
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　
　
原
則
６５
歳
か
ら
受
給
で
き
、希
望
に
応

じ
て
繰
上
げ
や
繰
下
げ
も
可
能
で
す
。

○
老
後
だ
け
で
な
く
、万
一
の
備
え
に
も

　
　
国
民
年
金
に
は
、老
齢
年
金
の
ほ
か
に 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

･
障
害
年
金
は
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

･
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
配
偶
者
や
子
ど
も
が
受
け
取

れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法

保
険
料（
令
和
７
年
度
）

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
お
よ
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た
り
の
保

険
料
は
１
７
，５
１
０
円
で
す
。

納
付
方
法

　

納
付
書
、口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、電
子
納
付（Pay‐easy

）、決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、便
利

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、早
め
に
納
め
る
こ
と
で
割
引
が
受

け
ら
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
各
種
制
度

■
付
加
年
金
制
度

　

毎
月
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
と
、将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
、年
金
額
が

増
え
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度

･
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
、本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、世
帯
主
の
所
得
に
関
係
な
く

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

･
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
の
方
で
、本
人
ま
た

は
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所　

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1
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｜未来につながる２つの提言｜
─ 出生率低下への対応と果樹産地の持続に向けて ─

◆  提 言を確 か な 一 歩 に つ な げ ていくた め に  ◆

　地方創生支援制度を活用し、出生率低下への対応と果樹産地の持続という大きな課題に向き合い、データや
現場の声、専門的な知見を踏まえて検討を重ねた結果、八頭町の未来を支える提言が形になりました。
　これらの提言を踏まえ、町として必要な施策を進めながら、新しい世代を育み、地域の産業が次の世代へ引
き継がれていくよう、一歩ずつ前へ進んでいきます。

　果樹産地の持続と担い手の定着を図る
ため、次の３つの施策案が提言としてまと
められました。

・果樹トレーニングファーム修了生が休廃園（見
込みを含む）を引き継ぎ、地域の生産者として
定着できる仕組みを、県や関係団体と連携し
て構築するとともに、園地候補の把握と評価
を進めること。

・修了生が休廃園を果樹園として再整備する
際の棚撤去や伐根等費用について、国・県補
助に町独自の上乗せ支援を行い、再生を促
進すること。

・休廃園を果樹団地として再整備し、修了生
の入植園地を確保すること。また、継承予定
などに応じて研修期間を柔軟に設定し、再生
園地の円滑な活用を図ること。

　出生率低下の背景や子育て世代の声などを
踏まえ、次の８つの施策案が提言としてまとめら
れました。

・一次産業従事者向けに、交流機会やセミナーを
取り入れた婚活事業を行うこと。

・テーマに沿って交流できるイベントを複数回開
催し、自然な出会いの場づくりを行うこと。

・町内若手従業員の異業種交流会を開き、産業活
性化と新たなつながりを生むこと。

・子育て世帯向けの経済支援や遊び場情報を整理
し、インターネット上で分かりやすく提供すること。

・出産お祝い金を、出生順位に応じて増額する
仕組み等を導入すること。

・親子が遊び、交流できる場として、保育所園庭や
町有施設を施設運営に支障のない範囲で開放
すること。

・負担となっている土曜午後保育の利用手続き
を見直し、利用しやすい制度とすること。

・町立保育所で、月額定額制による紙おむつの提
供サービス（おむつサブスク）を導入すること。

地方創生伴走支援制度に関する問い合わせ 企画課地域戦略室　☎７６-０２１３

農業の担い手を育て、
果樹産地を未来につなぐために

出会いと子育てを応援し
子どもの笑顔あふれるまちづくりのために

私
ら
し
い
生
き
方・逝
き
方
講
座

を
開
催
し
ま
す

　
〝
終
わ
り
の
準
備
〞と
い
う
よ
り
も
、こ
れ

ま
で
の
歩
み
や
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
や

さ
し
く
見
つ
め
直
す
時
間
と
し
て
、終
活
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
１
月
２１
日（
水
）１０
：
００
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
株
式
会
社
ア
イ
メ
モ
リ
ア　

　
　
　
増
田
晋
也 

さ
ん

持
ち
物
／
筆
記
用
具

定
員
／
２０
名（
抽
選
制
）

申
込
期
限
／
１
月
８
日（
木
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
中
央
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
４‐３
４
９
６

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
７
４
３

ほ
ん
わ
か
手
芸
の
会
を
開
催
し
ま
す

　

不
要
に
な
っ
た
傘
の
布
を
、お
気
に
入
り

の
布
に
張
り
替
え
て〝
自
分
だ
け
の
傘
〞を

作
り
ま
す
。手
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
6
回
の
参
加
で
1
つ
の
作

品
が
完
成
し
ま
す
。

日
時
／
１
月
１４
日（
水
）10
：
00
〜（
２
時
間
程
度
）

会
場
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

講
師
／
福
祉
推
進
員

参
加
費
／
２
，０
０
０
円
程
度

持
ち
物
／
傘
、張
替
え
用
の
布
、裁
縫
道
具

定
員
／
１０
名
程
度

申
込
期
限
／
１
月
９
日（
金
）17
：
00
ま
で

問
い
合
わ
せ
／
船
岡
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
７
３‐０
０
３
０

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
６

空
き
家
管
理・売
却
時
の

「
税・登
記
」講
座
を
開
催
し
ま
す

　
空
き
家
の
管
理
や
売
却
の
際
に
知
っ
て
お

く
と
得
を
す
る「
税
」や「
登
記
」の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
、税
理
士
、宅
地
建
物
取
引
士
、

司
法
書
士
が
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

空
き
家
を
お
持
ち
の
方
、実
家
の
今
後
が
気

に
な
る
方
な
ど
、ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
１
月
１７
日（
土
）14
：
00
〜
15
：
30

会
場
／
智
頭
町
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー「
ほ
の
ぼ
の
」ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

（
智
頭
町
智
頭
１
８
７
５
）

定
員
／
５０
名（
先
着
順・事
前
予
約
不
要
）

問
い
合
わ
せ
／
と
っ
と
り
空
き
家
利
活
用

推
進
協
議
会

☎
0
8
5
7‐2
3‐3
5
6
9

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
４
８
５
５

小
学
生
親
子
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

　
親
子
で
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
２
月
７
日（
土
）10
：
00
〜
12
：
00

会
場
／
中
央
公
民
館
１
階 

調
理
実
習
室

対
象
／
小
学
生
と
保
護
者

※
小
学
生
１
名
＋
保
護
者
１
名
で
１
組
の

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

定
員
／
6
組

参
加
費
／
１
組
あ
た
り
５
０
０
円

申
込
期
限
／
１
月
30
日（
金
）17
：
00
ま
で

申
込
み・問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3

子
ど
も
シ
ア
タ
ー
を
開
催
し
ま
す

日
時
／
１
月
２４
日（
土
）10
：
00
〜
11
：
50

会
場
／
中
央
公
民
館 

２
階
視
聴
覚
室

入
場
料
／
無
料

作
品
／
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
新
恐
竜

問
い
合
わ
せ
／
中
央
公
民
館

☎
7
2‐3
1
1
3　

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
１
2
6
1
6

「
も
っ
た
い
な
い
」を「
あ
り
が
と
う
」に

と
っ
と
り
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

　
家
庭
な
ど
で
余
っ
て
い
る
食
品
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
、こ
ど
も
食
堂
や
福
祉
施
設
等

に
届
け
る「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」の
取
り
組
み

を
実
施
し
ま
す
。多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所
／

･
福
祉
課（
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
）

･
八
頭
町
社
会
福
祉
協
議
会 

本
庁

受
付
日
時
／

１
月
１９
日（
月
）〜
3０
日（
金
）

9
：
00
〜
17
：
00

寄
付
し
て
い
た
だ
き
た
い
食
品
／

･
麺
類
な
ど
の
乾
物

･
缶
詰
、レ
ト
ル
ト
、イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

･
砂
糖
、塩
、し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
調
味
料

･
の
り
、ふ
り
か
け
、お
茶
漬
け
の
素

･
飲
料
、お
茶

※
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
以
上
あ
る
も
の
に

限
り
ま
す
。

受
付
が
で
き
な
い
食
品
／

･
賞
味
期
限
が
２
ヵ
月
を
切
っ
た
も
の

･
開
封
し
て
あ
る
も
の

･
生
鮮
食
品（
肉
類
、魚
介
類
、冷
凍
食
品
）

･
生
の
野
菜

･
ア
ル
コ
ー
ル
類（
み
り
ん
、料
理
酒
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
／

町
民
課
☎
７
６‐０
２
０
５

福
祉
課
☎
７
２‐３
５
9
0

ペ
ー
ジ
I
D
／
0
0
1
4
9
6
8

こ
れ
っ
て
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア
ス
！？

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　
「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」な
ど
、性
別
に

よ
る
思
い
込
み
や
決
め
つ
け
で〝
も
や
も

や
〞し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
の
気
持
ち
や〝
も
や
も
や
〞の
解
消

策
を
川
柳
に
込
め
て
、ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

募
集
期
限
／
１
月
２０
日（
火
）必
着

募
集
内
容
／
性
別
に
よ
る「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス・バ
イ
ア
ス
」を
お
題
に
し
た
川
柳

対
象
／
県
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
方

募
集
部
門
／

･
中
学
生
以
下
の
部

･
高
校
生
〜
大
人
の
部（
計
２
部
門
）

入
賞
／

最
優
秀
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
１
０
，０
０
０
円
相
当
）

優
秀
賞
／
各
部
門
４
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
５
，０
０
０
円
相
当
）

県
民
い
い
ね
賞
／
各
部
門
１
点

（
副
賞
：
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
３
，０
０
０
円
相
当
）

応
募
方
法
／
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

持
参・郵
送
ま
た
は
W
e
b
か
ら
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
鳥
取
県
男
女
協
働
未
来
創
造
本
部

県
民
運
動
課
☎ 

0
8
5
8‐2
3‐3
9
0
1

E-mail  kenmin-undou@pref.tottori.lg.jp

所
得
税・住
民
税
の
確
定
申
告

準
備
は
お
早
め
に
！

　

今
年
度
の
確
定
申
告
は
２
月
１６
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

町
で
は
、中
央
公
民
館・船
岡
地
区
公
民

館・八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
で

申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、必
要
書

類
を
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

【
農
業・営
業・不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る
方
】

①
収
入
金
額・必
要
経
費
が
わ
か
る
書
類
の
準
備

　

領
収
書
や
請
求
書
な
ど
は
整
理
し
て
保

管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
収
入・支
出
項
目
ご
と
の
集
計・記
帳

　

月
ご
と
の
集
計
表
を
作
成
し
て
お
く
と

決
算
作
業
が
楽
に
な
り
ま
す
。

③
収
支
内
訳
書
の
作
成

　
１
年
間
の
収
支
を
確
定
し
、所
得
金
額
を

算
出
し
ま
す
。

※
事
業
所
得（
農
業・営
業・不
動
産
等
）が

あ
る
方
は
、収
支
に
関
す
る
記
録・帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
で
す
。

【
給
与
所
得・年
金
所
得
が
あ
る
方
】

　

次
の
控
除
を
受
け
る
と
、源
泉
徴
収
さ
れ
た

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、必
要
書
類
を
早
め
に

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

　
売
買
契
約
書
、住
宅
ロ
ー
ン
の
年
末
残
高

証
明
書
、登
記
事
項
証
明
書 

な
ど

②
寄
附
金
控
除

　
寄
附
金
の
領
収
書 

な
ど

③
医
療
費
控
除

　

医
療
費
控
除
の
明
細
書
、医
療
費
の
お

知
ら
せ 

な
ど

④
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

　

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
明

細
書 

な
ど

※
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課

☎
7
6‐0
2
0
4

小・中
学
校
入
学
祝
い
金

（
商
品
券
）の
お
知
ら
せ

　

令
和
８
年
度
に
お
子
さ
ん
が
小
学
校・中

学
校・特
別
支
援
学
校
に
入
学
す
る
町
内
の

ご
家
庭
に
、入
学
を
お
祝
い
し
て「
八
頭
広

域
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
会
お
買
い
物
券
」を
お

届
け
し
ま
す
。学
用
品
な
ど
の
購
入
に
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

交
付
金
額
／

小
学
生
／
２
5
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
25
枚
）

中
学
生
／
5
０
，０
０
０
円
分（
1
，０
０
０
円
券
×
5０
枚
）

交
付
方
法
／
１
月
中
に
、保
護
者
の
方
へ

郵
送
し
ま
す
。

※
利
用
で
き
る
店
舗
の
一
覧
は
、郵
送
時

に
同
封
す
る
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
☎
8
4‐1
2
3
1

空
き
家
の
利
活
用
に
迷
っ
た
ら
…

「
空
き
家
バ
ン
ク
」へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

　
空
き
家
バ
ン
ク
は
、所
有
者
か
ら
提
供
さ

れ
た
空
き
家・空
き
地
の
情
報
を
、購
入・賃

借
希
望
者
へ
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

　
利
用
希
望
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
、年

間
１
０
０
件
以
上
あ
り
、家
を
探
し
て
い
る

人
が
常
に
待
っ
て
い
る
状
態
で
す
。「
古
い
か

ら
」「
田
舎
だ
か
ら
」と
諦
め
て
し
ま
う
前

に
、ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

空
き
家
の
相
談
窓
口
／
移
住
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー

（
運
営
：
（
一
社
）Yearning for Yazu Project

）

☎
0
8
0‐3
8
7
8‐3
6
5
8

ペ
ー
ジ
I
D
／
０
０
０
１
５
１
９

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
を
対
象
に
し

た
年
金
制
度
で
す
。将
来
に
向
け
て
の
安
心

を
自
分
で
積
み
立
て
る「
農
業
者
年
金
」に
、

ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

加
入
で
き
る
方

　

２０
歳
以
上
６０
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除

く
）で
、年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

農
業
者
年
金
と
は
？

○
積
立
方
式・確
定
拠
出
型
で
安
心

　
　

自
分
で
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
に
よ
り
、将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
り
ま
す
。少
子
高
齢
化
が
進

ん
で
も
制
度
は
安
定
し
て
い
ま
す
。

　
※
運
用
の
結
果
、積
立
額
を
下
回
ら
な
い
保

証
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、安
全
性
を
重
視
し
た

運
用
方
法
や
、65
歳
時
に
運
用
収
入
の
累

計
が
で
き
る
だ
け
マ
イ
ナ
ス
と
な
ら
な
い
準

備
金
の
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

○
終
身
年
金
と
死
亡
一
時
金

　
　

農
業
者
老
齢
年
金
は
原
則
65
歳
か
ら

生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。も
し
８０
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、受
け
取
れ
る
は

ず
だ
っ
た
年
金
の
現
在
価
値
に
相
当
す

る
額
が
、遺
族
へ
死
亡
一
時
金
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

○
税
制
面
で
の
優
遇

　
　

支
払
っ
た
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、所
得
税・住
民
税
の

節
税
に
な
り
ま
す
。ま
た
、将
来
受
け
取

る
農
業
者
年
金
に
は
公
的
年
金
等
控
除

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
保
険
料
は
自
由
に
選
べ
、変
更
も
可
能

　
　

月
額
２
万
円
〜
６
万
７
千
円
の
間
で
、

必
要
に
応
じ
て
自
由
に
設
定
で
き
ま
す

（
３５
歳
未
満
で
国
庫
補
助
対
象
外
の
方
は

月
額
１
万
円
か
ら
選
択
可
能
）。経
営
状

況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、い
つ
で
も
変

更
で
き
ま
す
。

○
国
庫
補
助
で
さ
ら
に
お
得

　
　

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
方
や
、そ
の
方
と
家
族
経
営
協
定
を

結
ん
だ
配
偶
者・後
継
者
な
ど
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
は
、月
額
最
高
1
万
円

の
国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
７
６‐０
２
０
７

２０
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
！

　

国
民
年
金
は
、老
後
や
病
気・事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が
亡

く
な
っ
た
と
き
な
ど
に
年
金
を
受
け
取
れ
る

よ
う
、み
ん
な
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。２０

歳
以
上
６０
歳
未
満
の
方
は
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
お
り
、２０
歳
に
な
る
と
日
本
年
金

機
構
か
ら
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が

届
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

○
老
後
を
支
え
る
終
身
保
障

　
　
原
則
６５
歳
か
ら
受
給
で
き
、希
望
に
応

じ
て
繰
上
げ
や
繰
下
げ
も
可
能
で
す
。

○
老
後
だ
け
で
な
く
、万
一
の
備
え
に
も

　
　
国
民
年
金
に
は
、老
齢
年
金
の
ほ
か
に 

障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す
。

･
障
害
年
金
は
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

･
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
亡
く
な
っ
た
場

合
、そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ

れ
て
い
た
配
偶
者
や
子
ど
も
が
受
け
取

れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
と
納
付
方
法

保
険
料（
令
和
７
年
度
）

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
お
よ
び
任

意
加
入
被
保
険
者
の
１
か
月
あ
た
り
の
保

険
料
は
１
７
，５
１
０
円
で
す
。

納
付
方
法

　

納
付
書
、口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、電
子
納
付（Pay‐easy

）、決
済
ア
プ
リ

に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、便
利

な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、早
め
に
納
め
る
こ
と
で
割
引
が
受

け
ら
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
各
種
制
度

■
付
加
年
金
制
度

　

毎
月
の
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
と
、将
来
の
老
齢
基
礎
年

金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
、年
金
額
が

増
え
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度

･
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
、本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、世
帯
主
の
所
得
に
関
係
な
く

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

･
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
５０
歳
未
満
の
方
で
、本
人
ま
た

は
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／

日
本
年
金
機
構 

鳥
取
年
金
事
務
所　

☎
0
8
5
7‐2
7‐8
3
1
1

町
民
課
☎
7
6‐0
2
1
1
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